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関学英文学科創設 80周年おめでとうございます。

1991年に学部生として入学した私の英文学科での思い出は，大きく二期

に分けられます。20年前の阪神淡路大震災の前と後に分けて，私が過ごし

た日々を振り返りたいと思います。

入学後すぐに人文演習で中條和夫先生のクラスに入り，和文英訳訓練の厳

しい荒波に放り込まれます。私たち学生はフォースターの The Road from

Colonus を自然で，「まともな」日本語になっているかを意識した和訳を求

められました。少しでも私たちの予習に不備がある時や，つたない日本語訳

を披露しようものなら容赦なく「辞書でちゃんと調べたのか？ここでもう一

度開いて！（当時はまだ紙の辞書）」とお叱りを受けたことが，大変な衝撃

でした。現在博物館になった時計台がまだ図書館であった頃，足繁くここに

通い訳本をコピーしたこと（先生ごめんなさい！），発表担当の友人と長時

間予習したことが心に焼き付いています。思えば，この人文演習で鍛えられ

たおかげで，どういう言葉を選択すると日本語らしい響きになるかを考え，

少しずつ和訳が出来るようになっていったように思います。

いくつか授業を紹介しますと，例えば河村昭夫先生はスターンの The Life

and Opinions of Tristram Shandy, Gentleman を取り上げた英米文学概論

で「笑い」についての詳細な分類を出来るだけ分かりやすく講義してくださ

いました。英語学概論の成田義光先生は，授業の始めに必ず時事英語をご紹

介くださいました。J. M. ニュートン先生は賛美歌を歌う時間を持ちつつ，

ゲストスピーカーを呼んで授業をされるスタイル。大井浩二先生のアメリカ

文学概論では当時ではあまり知られていなかった 19世紀女性作家をご紹介
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下さいました。毎時間多くの作品論を，猛スピードで語られるのでノートを

取る手が痛くなるほどでした。これらの授業の多くが第 1別館（現 F 号館）

でおこなわれていました。すきま風とヤブ蚊と野良猫の出入りが激しい教室

で，その厳しい環境とともに今でもはっきりとその光景を思い描く事ができ

ます。

そして 1995年 1月 17日定期試験前にあの大震災が起こります。前年度

に交換留学を終えて四年生になっていた私は，進路を決めかねていました

が，震災を期に，はっきりと方向性が決まったように思います。生まれ育っ

た神戸の街並みが一瞬で消え，心の拠り所を失う感覚・・・それは，一年間

のアメリカ生活で多民族，多人種に囲まれて自らの居場所が持てずにいた，

根無し草のような感覚と似ていました。その当時の私はとにかく関学が大好

きで，自分自身が一番居心地良くいられる場所が学校でした。留学のあと

で，妙な度胸と自信だけがついたのか（？），「もっと英文に触れたい，様々

な作品を読みたいという欲が出た」という志願理由で，大学院入試に無謀に

も挑戦すると決めました。面接官の笹山隆先生，杉山洋子先生，影山太郎先

生がずらりと並ばれて，ただならぬ緊張感。その中でも杉山先生がにっこり

と微笑まれ，「ここ（英文学科）に入ればできると思いますよ」と声を掛け

て頂いたことが大きな励みになったことは今でもはっきりと思い出されま

す。こうして大学院の修士課程・博士課程に進学が決まり，さらに英米文学

の奥深さを知ることになりました。

穏やかな表情で学生の発表に耳を傾けて下さり，まとめの段階で手厳しい

コメントをさらりとおっしゃる岩瀬悉有先生の，ヘンリー・ジェイムズの授

業。ソシュールやラカン，フーコーなど文学批評理論を次々と読み，様々な

見地を拡げることが出来た福岡忠雄先生の授業。ドクトロウやロス，ハース

トンなど 20世紀小説を次々と読み，小柄な馬場美奈子先生から伝わってく

る，文学への情熱と深い造詣。南部訛りの発音と，独特のリズム感で進めら

れる花岡秀先生のフォークナーの Light in August . . . ここに全てをご紹介

できませんが，5年間で英文学科の多くの先生より，多岐に亘る英米文学，
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歴史，批評論に触れる機会を与えられました。

また，5年の大学院生活のうち 3年間は教学補佐を務めさせていただきま

した。学期末試験や大学入試の監督補助や，入学・卒業式の準備，英米文学

会の準備作業，講読授業の抽選作業，学部生や入学希望の高校生との雑談に

至るまで，さまざまなことを経験し，英文研究室で過ごす時間が日に日に長

くなっていきました。今振り返ると，この頃は日々の授業や論文も重なり，

最も忙しくしんどい時期でありながらも，楽しかったことばかりが思い出さ

れます。こうして，後期課程後から現在に至るまで，母校で英語の非常勤講

師としての道を歩むことになりました。私の英文学科での 24年間は，常に

すてきな先生方に，友人にも恵まれていました。その間申し分のない環境に

身を置いていたことを実感しています。100周年に向けて，今後も私と同じ

ような思いを抱いて，この学び舎で過ごす英文科生が一人でも増えていくこ

とを願っております。
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